
撮影・文／愛媛県立小松高等学校

門をくぐると庭に咲く真紅の椿の花が目に飛び込んできた。小松藩７代

藩主、一柳頼親に招かれ、藩校「養正館」を整備し、最高学府である

昌平黌への入校者を多数輩出するなど、小松の教育の礎を築いた知の

巨人、近藤篤山。ここはその住居兼私塾であり、公開されているものと

しては県内唯一の儒学者の武家屋敷である。伊予聖人とも呼ばれた

篤山先生に少しでもあやかろうと、昔の学習法を真似てみると、当時と

変わらない厳かな空気を感じ取ることができた。連綿と育まれてきた教

育や文化は、今も小松の地に確かに息づいている。

愛媛県指定史跡 近藤篤山旧邸

小松藩 ひとつやなぎ よりちか ようせいかん
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